
図：次亜塩素酸存在比率

いつき会における新型コロナウイルス対策 次亜塩素酸ナトリウム活性水について

1、いつき会が使用している「次亜塩素酸ナトリウム活性水」とは

使用しております次亜塩素酸水は、特別な精製機にて作成しており、一般的に使用されている
次亜塩素酸（HCIO）ナトリウム水溶液の約15倍の効果が発揮されるよう調整しております。

下表２-２「次亜塩素酸水⑦ 2液混合タイプ：非電解次亜塩素酸水」を使用しております

２、いつき会が使用している「次亜塩素酸性水」の有効性

専用の精製装置により「pH5前後 濃度50ppm前後」にて精製

当法人では、地域の患者様に安心してご来院頂けますように、新型コロナウイルス
（COVID-19）対策として有効とされている次亜塩素酸水にて施設内の環境消毒
を行っております。

環境衛生で有効とされている次亜塩素酸ナトリウム水溶液は、次亜塩素酸ナトリウムを水で希釈し、
200～500ｐｐｍ程度の高濃度で調整し作成します。しかし、強い塩素臭や塩素による暴露が問題
とされております。
一方、次亜塩素酸水は30～50ppmの薄い濃度でも強力な殺菌効果を有することから、塩素による
暴露も少なく安全性が高いとされております。

【参考】

新型コロナウイルスの消毒・除菌方法について（厚生労働省・経済産業省・消費者庁特設ページ）
「NITEが行う新型コロナウイルスに対する消毒方法の有効性評価に関する情報公開」最終報告書：

https://www.nite.go.jp/data/000111315.pdf

三菱ケミカルアクアソリューションズ株式会社HPより
https://www.mrc-medical.jp/iryoyosui/dialysis/dc.php


